
Ｎｏ 事業の名称 事業の目的
事業費
（円）

交付金
充当額
（円）

実施状況 効果検証

1 公共的空間安全・安心確保事業 公共施設の感染症対策 R3.4.1 ～ R4.3.25 11,064,176 11,064,000 

■感染症対策用物品の購入　1,735,032円
■・パーテーション、マスク、消毒液、ハンドソープ、タオル、ゴム手袋、エプロン、非接触体温計、漂白剤等
■・9施設（役場庁舎、選挙投開票所3施設、老人保健福祉センター、保育園、小中学校3校、給食センター）

■畳表替修繕（抗菌・抗ウイルス加工畳）　1,299,144円
■・1施設（老人保健福祉センター 和室）

■床改修工事（消毒可能な床材への改修）　8,030,000円
■・1施設（保育園 遊戯室）

パーテーションの設置や消毒に必要な物品等を購
入したほか、住民利用の多い和室の畳や保育園遊
戯室の床材を改修し、公共施設の感染症対策を強
化した。

2 非デジタル対応情報提供事業
感染症対策に関する確実な情報
提供

R3.4.1 ～ R4.3.1 348,240 348,000 
■感染予防に関するリーフレット配布（郵送）　348,240円
■・1,800枚

ホームページなどのデジタル情報だけではなく、紙
媒体で全戸配布することによって、自宅にインター
ネット環境のない世帯にも必要な情報を届けること
ができた。

3 防災活動支援事業 災害発生時の感染症対策 R3.4.1 ～ R4.1.27 3,267,000 1,767,000 
■避難所用テントの購入　3,267,000円
■・55張

避難所をテントで間仕切ることが可能となり、避難所
内での飛沫による感染予防を強化することができ
た。

4 必要物品供給事業
公共施設、交通事業者における
感染症対策、診療補助

R3.4.1 ～ R4.3.31 1,165,304 1,165,000 

■感染症対策用物品の購入（備蓄用）　373,304円
■・マスク、フェイスシールド、消毒液、手袋、ガーゼ、ペーパータオル、ハンドソープ、漂白剤
■・5施設（役場庁舎、老人保健福祉センター、農村環境改善センター、文化創造センター）
■・2事業者

■診療補助用物品の購入　792,000円
■・抗原検査キット480個
■・2施設（学童保育施設）

必要物品を一括購入・備蓄し、公共施設と公共交通
事業者で不足した場合に配布することによって、感
染症対策を継続して実施することができた。

また、感染拡大による医療機関の逼迫に備え、抗原
検査キットを購入・備蓄し、診療補助に活用した。

5
生産性向上へ取り組む事業者への支
援事業

事業者の生産性向上のための
取組と感染症対策を支援

R3.4.1 ～ R3.12.15 30,000,000 30,000,000 
■事業者の生産性向上のための機器導入に対する補助金　30,000,000円
■・豆類自動包装機、パレタイジングロボット（荷積み・荷下ろし作業用ロボット）　1式
■・1事業者

農産物の選別・出荷工程の自動化によって、生産性
の向上と、作業人員の削減による密対策を支援す
ることができた。

6 ワーケーション等支援事業
コロナ禍での誘客による地域経
済の活性化

R3.7.8 ～ R4.3.29 72,300 72,000 
■村内でワーケーションを行う企業の宿泊費、レンタカー利用料に対する助成　72,300円
■・1件　4泊5日×2名　（宿泊料の2/3：上限1人1泊7,500円、レンタカー利用料の1/2：上限1人1日2,500円）

交付金を活用した利用は1社となったが、その後も2
社の利用があるなど、コロナ禍での誘客支援に一
定の効果があった。

7 健康支援事業
コロナ禍における健康づくりの推
進

R3.4.1 ～ R4.3.31 1,489,455 1,489,000 

■体育館トレーニング機器の購入　772,805円
■・ルームランナー1台

■運動教室の開催　716,650円
■・15回

ルームランナーを増台し、体育館トレーニング室の
密対策を行った。

また、感染症対策を行ったうえで運動教室を開催
し、外出自粛によって減少している運動機会を確保
することができた。

8
遠隔・オンライン学習の環境整備、ＧＩ
ＧＡスクール構想への支援事業

オンライン学習環境の整備によ
る学習機会の確保

R3.4.1 ～ R4.3.31 6,598,048 6,597,000 

■消耗品・備品　4,235,980円
■・タブレット用タッチペン、webカメラ、ワイヤレスレシーバー、書画カメラ、デジタルビデオカメラ、
■・テレビ、テレビ用タッチモジュール、プロジェクター、キャプチャーボード、ライブスイッチャー、机天板拡張セット等
■・3校（中札内小学校、上札内小学校、中札内中学校）

■デジタル教材使用料　264,000円
■・2校（中札内小学校、中札内中学校）　　　※上札内小学校は別の補助事業で実施

■フィルタリングソフト使用料　1,001,000円
■・3校（中札内小学校、上札内小学校、中札内中学校）
■・364台

■LTE通信料　1,097,068円
■・1校（上札内小学校）

タブレットやICT機器、デジタル教材を活用すること
で、密を避けた授業の実施や、臨時休校や自宅待
機となった場合に自宅での学習が可能となった。

また、フィルタリングソフトによって安全性を確保し、
光回線が整備されていない上札内小学校では、
LTE通信によって必要な通信速度を確保した。
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9 事業の継続支援事業 事業者の事業継続を支援 R3.6.16 ～ R3.11.30 4,971,000 4,971,000 

■売上が前年比20％以上減少した商工業者に対する家賃助成　1,224,000円
■・7件（月額家賃の1/2以内（上限50,000円）×6ヵ月）

■売上が前年比20％以上減少した村内飲食業者に対する光熱水費助成　3,747,000円
■・13件（月額光熱水費の1/2×6ヵ月、光熱水費の月額は、令和2年光熱水費×1/12月で算出）

固定経費の助成によって、売上が減少し、厳しい経
営状況にある事業者の事業継続を支援することが
できた。

10 経済活動の回復支援事業 経済活動の回復を支援 R3.4.1 ～ R4.3.31 15,008,371 12,995,000 

■中札内村商工会が行うプレミアム商品券事業に対する補助　9,286,394千円
　（14,000円分の商品券を10,000円で販売）
■・プレミアム率40％
■・28,179,500円（商品券の使用額） ／ 28,378,000円（商品券の発行総額）

■中札内村商工会が行う飲食店スタンプラリー事業に対する補助　504,977円
　（参加加盟店での1回500円以上の飲食でスタンプ付与、スタンプ3個で2,000円分の飲食店限定商品券と交換）
■・221件（応募数）
■・420,000円（商品券の使用額） ／ 442,000円（商品券の総額）

■売上が前年比20％以上減少した村内商工業者が取り組む販売促進や感染症対策に対する支援　2,686,000円
■・10件（対象経費の3/4、上限300,000円）

■村内宿泊施設の利用に対する助成　2,531,200円
■・704泊（宿泊費の1/2、上限5,000円）
■・4施設

プレミアム商品券事業は、使用率が99.3％を超え、
村内での消費喚起につながった。

スタンプラリー事業は、使用率が95％を超え、特に
感染症の影響が大きい飲食店の利用を促進するこ
とができた。

売上が減少している事業者の広告や感染症対策経
費に対する助成を行い、地域経済の回復を支援す
ることができた。

宿泊費助成は、700泊を超える宿泊に利用され、特
に感染症の影響が大きい宿泊業の利用を促進する
ことができた。

12 学校保健特別対策事業 小中学校の感染症対策 R4.2.15 ～ R4.7.8 7,645,000 487,000 
■令和4年度実施予定の小中学校エアコン設置工事の設計委託料　7,645,000円
■・3校（中札内小学校、上札内小学校、中札内中学校）

エアコン設置によって、換気時の室温変化に対応
し、換気扇と併用して感染対策を実施することがで
きた。

13
学校保健特別対策事業費補助金
（感染症対策等の学校教育活動継続
支援事業）

小中学校の感染症対策 R3.4.1 ～ R4.3.31 1,681,841 849,000 

■手洗器の自動水栓化・増設　1,034,000円
■・2校（中札内小学校、中札内中学校）
■・14箇所（交換10箇所、増設4台）

■感染症対策用物品の購入　647,841円
■・パーテーション、机天板拡張セット、マスク、消毒液、ハンドソープ、タオル、ゴム手袋、エプロン等
■・3校（中札内小学校、上札内小学校、中札内中学校）

手洗器を自動水栓に交換することによって、指で触
れずに手洗いが可能となり、感染リスクが低減し
た。また、自動水栓手洗器の増設によって、密対策
を行った。

パーテーションの設置や消毒に必要な物品等を購
入し、小中学校の感染症対策を強化することができ
た。

14
疾病予防対策事業費等補助金
（健（検）診結果の利活用に向けた情
報標準化整備事業）

健（検）診結果の利活用に向け
た情報標準化整備

R3.9.9 ～ R4.3.31 686,000 264,000 
■健康管理システム改修　686,000円
■・1式（国が指定する様式への変換）

システム改修によって、令和4年6月よりマイナポー
タルを利用して自宅等で村の健（検）診結果を閲覧
できるようになった。

83,996,735 72,068,000 合計


